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報道内容に対する抗議 

 

昨夜の貴社「NEWS23」における国会最終日の状況についての報道で、自然エネルギー財団の大林ミ

カ氏の「非常に、あの、許せないですね。やっぱり、政争の道具にされていますね。（一部省略）問責決

議案の前に、法案の採決をしようという動きもあったわけですから、結局与党がそうしなかったという

のは、もともともしかしたらシステム改革法案を通す気がなかったのかも。非常に残念ですね」という

発言が紹介されました。 

この前後を見ると、安倍総理会見の模様に続き、まずナレーションが「安倍総理は会見でこう話した

が、政界におけるドタバタ劇に落胆する声も多く聞かれた」と報道の主眼が政界のドタバタにスポット

を当てることにあることを明かしています。そのうえで「自然エネルギー財団の大林さんはこの国会に

おいて発送電分離に向けた電力システム改革を盛り込む電気事業法改正案が成立すると大きな期待を寄

せていた。しかし問責決議の影響で電気事業法案は廃案に」と大林氏の立場を紹介。それに引き続いて

上記大林氏の発言が紹介され、最後にナレーションが「その他生活保護法案や生活困窮者支援法案など

の重要法案も廃案となった」と締めくくっています。 

この番組内容の構成は著しく公正を欠いたものと言わざるを得ません。大林氏の映像にはテロップで

同氏の肩書がありましたが、同氏は電気事業法改正案の利害関係者であると思われます。また、同氏の

「問責決議案の前に、法案の採決をしようという動きもあったわけですから、結局与党がそうしなかっ

たというのは、もともともしかしたらシステム改革法案を通す気がなかったのかも。非常に残念ですね」

という発言は明らかな間違い、あるいは百歩譲っても民主党など、片方の主張にのみ与したものです。

とはいえ、ここでは民間の方の発言を取りざたするつもりは毛頭ありません。問題は、公正公平が求め

られるべき報道番組のつくり方に対する貴社の姿勢です。 

大林氏の発言にあるように「政争の具」、またナレーションの言う「政界のドタバタ劇」であれば、双

方に主張があることは当然です。大林氏の発言はおそらくビデオによる事前収録ではないかと思います。

大林氏の発言が正確でないことは、取材する報道記者が当然気づくべきであり、客観的な状況を正しく

伝えた上で収録し直すこともできたはずです。にもかかわらず、貴社番組内容は「与党がそうしなかっ

た」と廃案の責任が与党にのみあるとの発言を報道し、電気事業法改正案の利害関係者のコメントを持

って、ナレーションにより他の法案が廃案になった責任も与党にあるとの構成になっています。 

自由民主党として、参議院選挙を目前に控えたこの時期に、貴社の今回の報道は看過することが出来

ません。厳重に抗議するとともに明快な回答を求めます。 


